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徳
川
吉
宗
か
ら
褒
美
を
貰
っ
た
有
田
村
の
名
主 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

鶴
本 
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徳
川
吉
宗
と
言
え
ば
八
代
将
軍
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
『
暴
れ
ん
坊
将
軍
』
を
連
想
さ
れ
る
人
が
多

い
か
と
思
う
。
ま
た
時
代
劇
で
有
名
な
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
な
ど
で
よ
く
見
ら

れ
る
歴
史
好
き
の
人
た
ち
が
行
う
【
徳
川
将
軍
知
名
度
ラ
ン
キ
ン
グ
】
で
は
第
五
位
、【
最
も
優
れ
た
徳

川
将
軍
は
誰
か
】
と
い
う
問
い
に
は
、
初
代
・
家
康
に
次
ぐ
堂
々
の
第
二
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
と
い

う
、
名
君
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
吉
宗
で
あ
る
。 

 

で
は
、
徳
川
吉
宗
が
ど
の
よ
う
な
人
柄
で
、
ど
の
よ
う
な
政
治
を
行
っ
た
の
か
。
ま
ず
人
物
・
吉
宗
に

迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。 

生
年
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
十
月
二
十
一
日
に
、
紀
伊
徳
川
光
貞
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
初
め

は
越
前
国
丹
生
郡
に
三
万
石
を
領
し
た
が
、
兄
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
た
め
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）

年
紀
州
藩
主
に
迎
え
ら
れ
、
さ
ら
に
正
徳
六
（
一
七
一
六
）
年
将
軍
家
継
の
死
後
徳
川
宗
家
を
継
ぎ
、
享

保
元
（
一
七
一
六
）
年
八
月
十
三
日
将
軍
宣
下
。
吉
宗
の
行
っ
た
享
保
の
改
革
は
、「
諸
事
権
現
様
（
家

康
）
定
め
通
り
」
と
宣
言
し
て
実
行
さ
れ
た
。 

・
文
武
の
奨
励 

・
法
令
の
編
纂 

・
人
材
登
用 

・
新
田
開
発 

・
貨
幣
改
鋳 

・
目
安
箱
の
設
置 

・
小
石
川
養
生
所
を
設
置
し
、
医
療
改
革 

 

な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
実
績
を
残
し
、
幕
府
中
興
の
英
主
と
仰
が
れ
た
。 

し
か
し
、
改
革
も
治
世
後
期
に
は
成
果
が
上
が
ら
ず
、
家
重
に
家
督
を
譲
っ
て
か
ら
は
大
御
所 

 

と
呼
ば
れ
た
。
在
職
三
十
年
。
没
年
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
。 

 

吉
宗
は
、
幼
い
頃
か
ら
学
問
に
明
る
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
勤
勉
家
で
切
れ
者
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
武
芸
や
芸
事
に
も
優
れ
た
、
文
武
両
道
タ
イ
プ
で
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
新
し
い
物
好
き

で
好
奇
心
旺
盛
の
理
論
派
の
性
格
だ
っ
た
よ
う
だ
。
海
外
か
ら
の
絵
画
や
学
問
、
書
籍
に
も
大
い
に
興

味
を
示
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
関
連
以
外
の
洋
書
の
輸
入
を
許
可
し
て
い
る
。
新
し
い
物
好
き
の
極

め
つ
け
は
、
自
ら
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ゾ
ウ
を
輸
入
し
て
し
ま
う
ほ
ど
。
吉
宗
の
も
と
へ
陸
路
で
運
ば
せ
て

い
た
そ
う
で
、
長
崎
か
ら
江
戸
を
ゾ
ウ
が
闊
歩
し
た
そ
う
だ
。 

甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り 
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吉
宗
に
は
、
食
べ
物
に
関
す
る
話
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
今
も
静
岡
県
の
名
物
で
あ
る
安
倍
川
餅

が
大
好
物
で
、
毎
年
地
元
出
身
の
家
臣
に
作
ら
せ
て
い
た
。
ま
た
現
在
も
酪
農
で
知
ら
れ
る
千
葉
県
に

牛
を
輸
入
し
、
繁
殖
を
始
め
た
も
の
吉
宗
で
あ
る
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
乳
製
品
は
「
白
牛
酪
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
今
で
い
う
バ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

（
日
本
大
百
科
全
書
他
よ
り
） 

     

  

 
 

 

  

  

さ
て
、
数
あ
る
吉
宗
を
主
人
公
と
し
た
小
説
の
中
で
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
旭
日
小
綬
章
を

受
章
し
た
津
本 

陽
氏
が
書
い
た
『
大
わ
ら
ん
じ
の
男 

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
』
が
あ
る
。 

こ
の
小
説
は
、
徳
川
吉
宗
が
紀
州
藩
で
生
ま
れ
た
場
面
か
ら
始
ま
り
、
晩
年
ま
で
を
描
く
徳
川
吉
宗

の
一
代
記
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
題
名
の
『
大
わ
ら
ん
じ
の
男
』
と
は
、
人
一
倍
身
体
の
大
き
か
っ
た
吉

宗
が
、
駕
籠
か
ら
突
き
出
た
足
に
大
き
な
草
鞋
を
履
い
て
い
た
姿
か
ら
付
い
た
そ
う
だ
。
吉
宗
の
身
長

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
一
八
〇
㎝
以
上
あ
っ
た
と
い
う
説
と
、
一
五
五
㎝
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
と

い
う
説
も
あ
る
。 

 

作
者
の
津
本 

陽
氏
は
、
主
に
剣
豪
や
戦
国
大
名
、
幕
末
英
傑
を
主
題
に
し
た
歴
史
小
説
が
多
い
。
豊

富
な
資
料
を
背
景
と
し
て
小
説
を
書
い
て
い
る
が
、
一
方
で
調
べ
た
こ
と
を
す
べ
て
書
き
出
す
と
い
う

こ
と
も
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
剽
窃
と
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。 

『
大
わ
ら
ん
じ
の
男 

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
』
の
主
な
参
考
資
料
と
し
て
、 

 

・「
徳
川
実
記
」（
吉
川
弘
文
館
「
国
史
大
系
」） 

 

・「
南
紀
徳
川
史
」（
全
十
八
巻
、
清
文
堂
出
版
） 

 

・
大
石
慎
三
郎
「
大
岡
越
前
守
忠
相
」（
岩
波
新
書
、
一
九
七
四
年
）
他 

 

・
辻
達
也
「
徳
川
吉
宗
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
年
）
他 

 

な
ど
が
末
巻
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
小
説
の
中
に
、 

「（前
文
略
）・・・
上
さ
ま
の
思
し
召
し
は
さ
よ
う
に
て
は
な
く
、
悪
人
を
吟
味
よ
り
は
、
良
き
人
を
吟
味
さ

れ
た
し
と
の
こ
と
に
て
あ
り
し
。
役
方
の
者
ど
も
は
い
ず
れ
も
役
儀
の
品
は
多
か
れ
ど
も
、
向
後
は
郡

こ
お
り

の

 
👆 吉宗が輸入したゾウ  

●出典：関東地方整備局 

 

👆 白牛酪 再現 ●出典：Live door 
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国
民

く
に
た
み

ど
も
の
う
ち
、
人
柄
よ
き
者
を
随
分
心
が
け
聞
き
出
し
、
恩
賞
を
お
こ
な
う
よ
う
つ
か
ま
つ
る
べ
し
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
」（
第
三
巻
よ
り 

原
文
ま
ま
） 

と
勘
定
方
吟
味
役 

萩
原
源
左
衛
門
に
伝
え
、
源
左
衛
門
が
諸
役
人
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、 

備
後
代
官
の
飯
塚
孫
四
郎
か
ら
、
備
後
国
甲
奴

か

つ

ぬ

郡
、
有
田
村
の
百
姓
名
主
甚
三
郎
に
つ
い
て
聞
き
及

び
、
さ
っ
そ
く
吉
宗
に
言
上
し
た
。
と
あ
る
。 

こ
の
時
代
、
備
後
国
の
幕
領
は
六
十
余
カ
村
あ
っ
た
が
、
何
か
あ
れ
ば
代
官
の
非
を
訴
え
る
公
事
（
訴

訟
）
を
お
こ
し
て
い
た
。 

享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
の
福
山
領
で
惣
百
姓
一
揆
が
お
こ
っ
た
の
を
皮
切
り
に
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
き
、
翌
年
の
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
は
、
本
郷
村
吉
兵
衛
・
伊
兵
衛
両
人
が
一
揆
に
関
し
て
成

敗
さ
れ
た
。 

ま
た
吉
宗
に
よ
る
倹
約
令
に
追
従
す
る
よ
う
に
、
広
島
藩
が
き
び
し
い
倹
約
令
を
出
し
、
身
分
統
制

を
き
び
し
く
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
不
平
を
持
つ
者
が
増
え
て
い
っ
た
。
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
に

は
、
ウ
ン
カ
に
よ
る
有
名
な
「
享
保
の
飢
饉
」
が
お
こ
っ
た
た
め
、
中
津
領
甲
奴
・
神
石
郡
に
お
い
て
、

貢
租
増
徴
な
ど
に
反
感
が
高
ま
り
百
姓
一
揆
が
お
こ
っ
た
。 

 
 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
年
貢
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
申
し
分
を
立
て
、
払
う
ま
い
と
す
る
他
村
に
有

田
村
の
名
主 

甚
三
郎
は
同
調
し
な
か
っ
た
。
「
代
官
が
悪
く
と
も
、
民
と
し
て
公
儀
に
対
し
て
疎
か
に

す
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
い
、
有
田
村
で
は
貢
納
が
遅
れ
る
農
家
が
一
軒
も
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
甚
三
郎
は
近
頃
幕
領
六
十
村
の
名
主
が
申
し
合
わ
せ
、
代
官
所
へ
訴
訟
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

同
調
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
訴
訟
が
行
え
ず
、
他
の
名
主
た
ち
が
甚
三
郎
の
家
へ
押
し
か
け
、
同
調

す
る
よ
う
に
強
請
し
た
り
、
脅
し
た
り
し
た
が
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
夜
に
百
人
近
い
人

が
甚
三
郎
の
家
に
押
し
か
け
た
。「
殺
し
て
や
る
」
と
脅
さ
れ
て
も
、「
好
き
な
よ
う
に
し
ろ
」
と
腕
を
組

み
、
沈
黙
し
た
ま
ま
一
言
も
口
を
開
か
な
か
っ
た
。
人
々
は
甚
三
郎
を
蹴
倒
し
、
家
を
粉
々
に
打
ち
壊

し
た
が
、
さ
す
が
に
殺
す
こ
と
も
で
き
ず
引
き
上
げ
て
い
っ
た
。 

  

吉
宗
は
甚
三
郎
の
お
こ
な
い
を
萩
原
源
左
衛
門
か
ら
聞
く
と
、
感
動
し
た
。 

 

「
人
情
紙
よ
り
薄
し
と
申
す
世
に
、
昔
の
義
士
の
覚
悟
に
も
劣
ら
ざ
る
こ
と
じ
ゃ
。
不
学
の
民
に
し
て
、
か

よ
う
の
心
底
あ
る
は
、
と
か
く
生
質

せ

い
し

つ

の
美
と
申
す
も
の
は
格
別
じ
ゃ
。
早
速
に
褒
美
を
つ
か
わ
せ
」 

（
第
三
巻 

原
文
ま
ま
） 

 

甚
三
郎
は
、
名
字
帯
刀
御
免
の
特
典
を
う
け
、
銀
三
十
枚
を
賜
っ
た
。 

  

も
う
一
人
、
備
後
代
官
が
そ
の
後
詮
議
し
た
と
こ
ろ
、
有
田
村
に
又
右
衛
門
と
い
う
孝
子
が
い
た
。

わ
ず
か
六
、
七
石
ほ
ど
の
米
を
作
る
百
姓
だ
っ
た
が
、
継
母
に
朝
夕
わ
が
手
で
美
膳
を
そ
な
え
、
孝
行

が
近
隣
に
聞
こ
え
て
い
た
そ
う
だ
。 

 

日
照
り
の
と
き
も
、
田
作
り
に
精
を
出
す
又
右
衛
門
は
、
作
柄
を
お
と
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
に

は
銀
三
十
枚
が
与
え
ら
れ
た
。 
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こ
こ
ま
で
『
大
わ
ら
ん
じ
の
男 

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
』
に
記
述
の
あ
る
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
こ
こ

か
ら
は
登
場
人
物
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。 

  

ま
ず
は
、
萩
原
源
左
衛
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

萩
原
源
左
衛
門
は
、
萩
原
美 よ

し

雅 ま
さ

が
正
式
名
で
あ
り
、
通
称
が
善
次
郎
、
三
左
衛
門
、
源
左
衛
門
で
あ

る
。
江
戸
中
期
の
旗
本
。
も
と
勘
定
奉
行
所
属
の
下
級
御
家
人
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年

勘
定
方
と
な
り
、
蔵
奉
行
、
勘
定
組
頭
を
経
て
、
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
ら
に
よ
る
正
徳
の
治
が
始
ま
る

と
、
改
革
を
実
際
に
差
配
し
た
新
井
白
石
に
よ
り
登
用
さ
れ
、
復
設
し
た
勘
定
吟
味
役
に
復
職
し
、
二

の
丸
留
守
居
な
ど
を
歴
任
し
、
佐
渡
・
長
崎
奉
行
を
経
て
、
勘
定
奉
行
と
な
っ
た
。 

 

貨
幣
改
鋳
事
業
や
、
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
の
朝
鮮
通
信
使
の
江
戸
来
訪
の
際
の
東
海
道
か
ら
摂

津
ま
で
の
道
中
点
検
、
諸
国
鉱
山
の
差
配
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
多
方
面
に
渡
っ
た
。 

 

享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
は
、
大
井
川
の
治
水
工
事
に
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
、
構
築
さ
れ
た
五
百
間

ほ
ど
の
堤
は
、
そ
の
周
辺
の
人
々
に
「
源
左
衛
門
様
堤
」
と
呼
ば
れ
た
。 

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

   

次
は
、
備
後
代
官 

飯
塚
孫
四
郎
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

『
大
わ
ら
ん
じ
の
男 

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
』
で
は
孫
四
郎
と
な
っ
て
い
る
が
、
上
下
代
官
所
の
四
代
目

代
官
が
飯
塚
孫
次
郎
長
隆
で
あ
り
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
か
ら
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
ま
で
の
４

年
間
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
孫
次
郎
が
孫
四
郎
と
間
違
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

（
天
領
フ
ォ
ー
ラ
ム

in

上
下 
上
下
天
領
の
は
な
し
よ
り
） 

  

ま
た
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
に
、
有
田
村
庄
屋 

金
三
郎
（
伊
達 

金
三
郎
）
も
褒
美
を
も
ら
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

       

 

      

 

 

右
之
者
、常
に
実
躰
に
て
公
儀
を
重
じ
、御
年
貢
収
納
精
出
し
、
百
姓
之
為
に

成
候
事
共
も
有
レ

之
奇
特
之
者
之
由
、 

 

近
郷
に
て
も
及
二

沙
汰
一

付
、書
面
之
通
被
レ

仰
二

付
之
一 

 

銀
拾
枚
被
レ

下
レ

之
其
身
一

代
刀
帯
苗
字
名
乗
可
レ

申
候 

 
 
 

但
し
、
苗
字
は
子
孫
迄
相
続
名 

 
 
 
 
 
 

乗
可
レ

申
候 

 
 
 
 
 
 

飯
塚
孫
次
郎
御
代
官
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

備
後
国
有
田
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
三
郎 

●出典：一般社団法人 部落解放・人権研究所 

大阪の部落史通信・30号（2002．9）より 

「河州亀井村弥兵衛行実」について 藤原 有和 
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代
官
は
飯
塚
孫
次
郎
と
あ
り
、
こ
れ
も
公
儀
を
重
ん
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

飯
塚
孫
次
郎
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
資
料
は
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
、【
有
田
村
百
姓
名
主 

甚
三
郎
】
と
【
有
田
村
百
姓 

又
右
衛
門
】
に
つ
い
て
は
、
甲
奴
町
誌

や
上
川
郷
土
誌
、
広
島
県
史
を
調
べ
て
み
た
が
、
彼
ら
を
記
述
し
た
書
物
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。 

   

 

吉
宗
は
、
旗
本
、
御
家
人
の
素
行
を
調
べ
、
賞
罰
を
あ
き
ら
か
に
し
て
群
臣
の
風
俗
を
あ
ら
た
め
た

そ
う
だ
が
、
諸
国
百
姓
に
も
同
様
の
措
置
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

幕
府
が
奇
特
者
へ
褒
賞
を
与
え
る
理
由
と
し
て 

 

・
実
躰
（
ま
じ
め
で
、
正
直
）
で
あ
る
こ
と 

 

・
年
貢
収
納
の
公
務
に
精
を
出
す
こ
と 

 

・
親
孝
行
で
あ
る
こ
と 

な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
よ
り
優
先
し
て
、 

 

・
公
儀
を
重
ん
じ
る
こ
と 

と
し
て
い
る
。 

名
君
・
吉
宗
か
ら
褒
美
を
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
な
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
何
か
資
料
に
残
っ
て
い
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
残
念
に
思
う
。 

              

       

👆 津本 陽著 

『大わらんじの男 八代将軍徳川吉宗』 

●出典：メルカリ 

 

 

👈上下代官所 ●出典：ときめき夢見びと 

 

 

芸
藩
通
志
よ
り 

●

出
典
：
と
ん
ぼ
草 
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『
祇
園
池
沿
革
の
記
録
』
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

鶴
本 

節
子 

 
 

 
 

世
羅
町
へ
向
け
て
甲
山
甲
奴
上
市
線
を
走
っ
て
い
く
と
、
西
教
寺
を
通
り
過
ぎ
た
左
手
の
山
と
山
の

間
に
堤
が
見
え
て
く
る
。『
祇
園
池
』
で
あ
る
。
小
童
に
あ
る
灌
漑
施
設
（
溜
め
池
）
と
し
て
は
、
一
番

大
き
く
貯
水
量
は
三
〇
、
〇
〇
〇
㎥
も
あ
る
。 

 
 

こ
の
『
祇
園
池
』
を
造
る
た
め
に
、
小
童
の
人
た
ち
の
熱
意
と
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
小

童
村
誌
へ
【
『祇
園
池
沿
革
の
記
録
』よ
り
抜
粋 

原
本
は
祇
園
池
池
子
総
代
保
管
】
と
題
し
て
、
近
藤
昭

夫
会
長
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
そ
の
貴
重
な
原
本
を
保
管
さ
れ
て
い
る
、
甲
奴
郷
土
史
研
究
会

会
員
の
寺
田
朱
美
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
、
原
本
の
写
真
な
ど
と
一
緒
に
紹
介
し
た
い
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

『
祇
園
池
』
を
造
っ
た
大
き
な
理
由
は
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
起
こ

っ
た
大
干
ば
つ
に
よ
っ
て
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
年
の
干
ば
つ
は
記
録
的
な
も
の
で
、
全
国
的
に
も
「
空
梅
雨
」
気
味
だ
っ
た
が
、
特
に
前
年
昭

和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
の
一
一
月
か
ら
翌
年
の
九
月
ま
で
、
長
期
に
わ
た
り
雨
が
少
な
か
っ
た
。 

 
 

な
か
で
も
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
西
日
本
で
は
降
水
量
が
非
常
に
少
な
く
、
六
月
下
旬
に
な
る

と
、
太
平
洋
高
気
圧
が
張
り
出
し
て
日
本
上
空
に
長
期
間
居
座
っ
た
。
広
島
県
で
も
七
～
八
月
の
雨
量

が
四
五
・
六
㎜
（
平
年
の
十
四
％
）
だ
っ
た
。
未
曽
有
の
干
ば
つ
の
為
、
田
植
え
見
込
み
面
積
七
万
三

七
二
二
町
に
対
し
、
田
植
え
不
能
地
四
六
二
三
町
、
枯
死
面
積
三
万
八
九
九
三
町
、
枯
渇
面
積
二
〇
七

二
町
に
も
達
し
た
そ
う
だ
。 

小
童
で
も
同
じ
く
大
干
ば
つ
で
、
水
不
足
の
中
か
ろ
う
じ
て
田
植
え
は
終
わ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後

一
滴
の
雨
も
な
く
日
照
り
が
続
い
た
た
め
、
苗
の
新
芽
も
出
る
と
し
お
れ
、
下
葉
は
赤
変
し
て
ま
も
な

く
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
情
景
が
、
田
か
ら
田
へ
拡
が
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

そ
の
惨
状
は
、
広
定
村
稲
田
面
積
の
半
分
以
上
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
干
ば
つ
は
、

古
老
の
話
に
よ
る
と
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
こ
れ
よ
り
文
中
敬
称
略
） 

 
 

 

 

そ
の
年
七
月
一
八
日
の
広
定
村
議
会
の
帰
途
に
あ
っ
た
土
屋
卯
三
郎
、
上
ヶ
内
兼
市
、
寺
田
伊
九
郎
の

三
人
は
、
風
越
垰
に
腰
を
下
ろ
し
こ
の
年
の
大
干
ば
つ
に
つ
い
て
大
い
に
懇
談
。
話
は
展
開
し
て
貯
水

池
新
設
の
誓
願
を
立
て
る
に
至
っ
た
。 

  
 

七
月
二
〇
日
、
村
長
福
原
亮
三
を
訪
問
。
貯
水
池
の
新
設
に
つ
い
て
決
意
を
披
歴
し
て
協
力
を
仰
ぎ 

 

大
賛
成
と
そ
の
確
約
を
得
た
。
そ
の
後
村
長
は
県
庁
に
対
し
て
調
査
を
依
頼
。
二
五
日
に
は
、
視
察
の 

 

た
め
秋
中
技
師
が
来
村
し
た
。
干
ば
つ
の
視
察
の
後
、
貯
水
池
の
候
補
地
と
し
て
塩
貝
播
磨
越
、
山
根 

 

中
原
、
塩
貝
福
本
奥
、
頼
藤
湯
舟
等
を
視
察
。 

 
 

二
八
日
に
は
村
民
を
招
集
し
、
干
ば
つ
対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
頼
藤
よ
り
下
の 
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八
反
田
、
大
井
手
よ
り
河
原
井
手
の
区
域
に
注
ぐ
貯
水
池
の
新
設
に
対
し
、
大
体
意
見
が
一
致
し
た
の 

 
で
請
願
書
を
作
成
し
、
広
定
村
役
場
経
由
で
三
〇
日
に
は
県
庁
へ
提
出
さ
れ
た
。 

  
 

九
月
二
一
日
、
関
係
者
全
員
で
塩
貝
福
本
次
助
宅
奥
、
播
磨
越
等
を
視
察
。
そ
の
後
会
合
を
開
き
、 

 

種
々
協
議
の
結
果
、
塩
貝
播
磨
越
を
新
設
貯
水
池
の
第
一
候
補
と
し
て
選
定
。
同
日
、
貯
水
池
設
置
委 

 

員
に
住
谷
為
五
郎
、
近
藤
栄
一
郎
、
上
ヶ
内
兼
市
、
土
屋
卯
三
郎
、
寺
田
伊
九
郎
を
選
任
し
た
。 

 
 

一
〇
月
二
七
日
、
広
定
村
助
役
池
田
唯
市
よ
り
寺
田
伊
九
郎
へ
貯
水
池
新
設
の
許
可
指
令
が
あ
っ
た

旨
報
告
、
並
び
に
将
来
に
注
意
す
べ
き
点
の
指
示
が
あ
っ
た
。
翌
二
八
日
塩
貝
播
磨
越
に
集
合
、
種
々

調
査
検
討
の
結
果
同
所
が
第
一
候
補
と
決
定
し
た
。
塩
貝
代
表
近
藤
慶
八
に
地
元
へ
の
打
合
せ
方
依
頼

す
る
。 

 
 

明
け
て
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
元
旦
、
委
員
会
を
開
催
。
そ
の
席
に
砂
走
三
蔵
、
沖
田
要
蔵
、
田

中
六
蔵
を
招
き
、
塩
貝
に
赴
い
て
地
主
や
部
落
の
諒
解
方
懇
願
、
ま
た
役
場
宛
て
耕
地
整
理
組
合
設
置

の
手
続
き
等
、
各
々
分
旦
着
手
の
打
合
せ
を
決
定
。 

 
 

一
月
一
三
日
、
塩
貝
部
落
は
貯
水
池
の
件
に
つ
き
、
集
合
し
こ
れ
に
つ
い
て
協
議
が
始
ま
る
。 

 
 

同
協
議
会
に
、
委
員
会
よ
り
近
藤
栄
一
郎
他
の
参
加
を
求
め
た
が
、
協
議
中
の
事
由
に
よ
り
待
機
の

旨
連
絡
が
あ
り
結
果
を
待
っ
た
。
翌
日
一
四
日
午
後
に
連
絡
が
あ
り
地
主
は
了
解
す
る
も
、
部
落
と
し

て
は
何
ら
一
利
な
し
と
評
議
一
決
し
、
諸
氏
の
意
思
に
添
え
難
い
旨
の
解
答
で
あ
っ
た
。 

 
 

委
員
会
に
お
い
て
は
、
更
に
塩
貝
中
堅
層
と
懇
願
を
重
ね
た
が
、
貯
水
池
の
用
地
一
町
歩
を
減
反
抹

消
す
る
こ
と
は
死
活
に
関
す
る
問
題
と
な
り
、
ま
た
補
償
金
等
の
問
題
も
あ
り
播
磨
越
を
貯
水
池
に
す

る
案
は
廃
止
と
な
っ
た
。 

 
 

一
五
日
、
協
議
の
結
果
第
二
候
補
地
の
山
根
中
原
を
貯
水
池
に
決
定
。
関
係
者
に
塩
貝
部
落
交
渉
の 

 

顛
末
を
報
告
の
上
協
力
方
懇
請
。
結
果
関
係
者
全
員
の
快
諾
を
得
た
。
一
六
日
、
西
教
寺
下
の
福
場
商

店
に
お
い
て
、
地
主
諸
氏
と
土
地
問
題
に
関
す
る
諸
契
約
を
行
う
。 

 
 

二
五
日
、
池
子
全
員
集
合
し
て
所
用
土
地
の
交
渉
結
果
を
報
告
。
同
時
に
各
井
手
の
負
担
率
を
審
議

の
上
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。 

 
 
 

大
井
手 

一
〇
〇
点
、 

 

沖
井
手 

 

九
六
点
、 

 

八
反
田
井
手 

八
三
・
三
点
、 

 
 
 

車
井
手 

 

七
〇
点
、 

 

彦
三
井
手 

三
〇
点
、 

 

河
原
井
手 

 
 
 

二
九
点
、 

 
 
 

洗
場
井
手 

二
〇
点
、 

 

寺
沖
井
手 

一
二
点
、 

 

池
尻 

 
 
 

 
 

一
二
点
、 

 
 

ま
た
、
工
事
委
員
に
次
の
各
氏
を
選
任
し
た
。 

 

立
上
忠
太
郎
、
宮
地
政
助
、
沖
田
要
蔵
、
近
藤
与
ェ
門
、
黒
木
清
市
、
新
谷
篤
朗
、
田
中
六
蔵
、 

若
木
伊
予
太
郎
、
池
田
薫
八
、
佐
藤
類
三
郎
、
薄
田
亀
一
、
田
村
菊
以
智
、
藤
原
与
ェ
門
、
砂
走
三
蔵
、 

高
杉
忠
吉
、
阿
実
重
市
、
前
原
君
太
郎
、
山
本
君
之
。 

 

そ
し
て
貯
水
池
を
祇
園
池
と
命
名
す
る
。 

   

二
月
二
四
日
、
甲
山
耕
地
課
よ
り
久
保
田
業
務
課
長
、
深
串
技
師
が
設
計
の
た
め
現
地
へ
出
張
し
、
工

事
委
員
全
員
が
そ
れ
の
補
助
を
行
っ
た
。
二
五
日
に
は
工
事
用
の
小
屋
を
設
置
。 

 

三
月
一
日
、
社
司
近
藤
栄
一
郎
に
よ
り
地
鎮
祭
を
挙
行
。
翌
二
日
、
工
事
に
着
手
し
た
。 

 

二
八
日
、
真
堀
が
完
了
し
耕
地
課
の
検
査
を
受
け
る
。
続
い
て
は
が
ね
土
を
投
入
つ
き
固
め
。
以
後
六

月
初
旬
ま
で
工
事
は
続
き
、
農
繁
期
に
入
っ
た
の
で
工
事
は
一
時
休
止
と
な
っ
た
。
工
事
の
休
止
ま
で
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の
延
べ
人
数
は
四
、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
夫
賃
は
、
男
性
特
種
で
二
円
、
男
性
一
般
で
一
円

八
〇
銭
、
女
性
で
一
円
四
〇
銭
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
資
金
調
達
は
近
藤
栄
一
郎
、
砂
走
三
蔵
、
池
田
薫
八
、
若
木
伊
予
太
郎
の
交
互
保
証
に
よ
る
借

入
を
、
小
童
産
業
組
合
よ
り
行
っ
た
。
東
側
山
林
に
つ
い
て
は
、
藤
原
群
一
の
仲
介
に
よ
り
金
谷
忠
之

よ
り
譲
り
受
け
た
。 

  

九
月
一
日
よ
り
工
事
再
開
。
川
通
り
に
床
堀
、
は
が
ね
土
の
搬
入
つ
き
固
め
等
を
行
い
、
春
期
工
事
と

同
高
等
線
ま
で
仕
上
げ
石
垣
工
事
の
完
成
を
見
て
秋
の
農
繁
期
に
入
っ
た
。 

 

一
一
月
二
〇
日
よ
り
再
開
。
寺
田
伊
九
郎
、
隠
地
久
吉
は
、
御
調
郡
坂
井
原
の
賀
上
と
久
井
の
井
上
よ

り
、
ト
ロ
と
レ
ー
ル
を
借
入
れ
一
二
月
初
旬
に
設
置
完
了
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
工
事
の
効
率
が
大
い
に

上
が
っ
た
。 

 

ま
た
、
甲
山
耕
地
課
職
員
京
光
覚
郎
の
斡
旋
に
よ
り
、
在
日
朝
鮮
人
約
一
〇
人
に
ト
ロ
一
杯
三
〇
銭

の
請
負
を
依
頼
し
た
。
一
方
、
他
方
に
も
請
負
工
事
を
実
施
し
て
工
事
の
促
進
を
図
っ
た
。 

 

以
上
に
よ
り
工
事
は
大
き
く
進
渉
し
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
四
月
末
に
は
大
半
の
工
事
は
終
了

し
た
。
余
水
吐
け
の
側
壁
と
竪
樋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
終
り
、
田
植
え
と
な
っ
た
。 

 

九
月
一
日
よ
り
余
水
吐
け
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を
、
上
田
谷
忠
、
川
口
房
市
に
依
頼
し
月
末
に
は

終
了
し
た
。
一
一
月
よ
り
張
芝
工
事
等
の
残
り
の
工
事
を
行
う
。 

   

一
二
月
二
五
日
、
甲
山
耕
地
課
の
完
了
検
査
を
受
け
る
。
こ
れ
ま
で
の
工
事
費
は
一
八
、
○
○
〇
円
、

延
べ
人
数
は
約
一
〇
、
○
○
〇
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
工
事
費
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
池
の
両
側
の

山
林
を
黒
木
清
市
に
売
却
し
た
。 

 

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
二
月
に
、
堤
体
内
側
の
修
理
工
事
の
指
示
が
あ
り
在
日
朝
鮮
人
の
請
負
で
、

は
が
ね
土
投
入
つ
き
固
め
の
工
事
を
行
い
四
月
中
旬
に
完
了
し
た
。 

 

五
月
八
日
、
落
成
式
を
小
童
農
業
会
事
務
所
に
て
挙
行
。
村
長
代
理
助
役
奥
迫
藤
四
郎
、
元
村
長
福
原

亮
三
他
池
子
全
員
が
参
列
し
た
。
会
計
報
告
、
功
労
者
表
彰
等
の
後
、
祇
園
池
管
理
者
に
寺
田
伊
九
郎
、

隠
地
久
吉
を
推
挙
し
た
。 

 
 

 

そ
の
後
同
年
一
〇
月
よ
り
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
五
月
中
旬
ま
で
、
分
水
点
ま
で
の
水
路
工
事
を

行
う
。
こ
の
時
期
、
戦
時
下
の
た
め
物
資
は
窮
乏
し
セ
メ
ン
ト
の
入
荷
は
無
か
っ
た
。
六
月
、
水
不
足
の

た
め
池
子
全
員
協
議
の
上
、
池
の
水
を
抜
い
て
配
水
し
田
植
え
を
終
わ
っ
た
。 

 

昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
二
月
、
直
営
に
て
余
水
吐
け
修
理
工
事
を
行
う
。
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）

年
四
月
に
完
了
。 

  
 

昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
以
来
一
〇
年
間
に
渡
っ
た
祇
園
池
の
工
事
が
全
て
完
成
し
た
。 

 

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
四
月
に
、
西
教
寺
本
堂
に
お
い
て
上
棟
式
を
挙
行
す
る
。
役
場
よ
り
元
谷

書
記
並
び
に
池
子
全
員
が
参
加
す
る
。
席
上
、
記
念
碑
建
立
の
提
案
が
あ
っ
て
こ
れ
を
了
承
し
、
建
設

委
員
長
に
佐
藤
類
三
郎
を
選
任
す
る
。 

 

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
四
月
三
日
、
記
念
碑
が
完
成
し
除
幕
式
を
行
う
。   



9 

 

 
揮
毫 

 

佐
藤
類
三
郎
、 

 

施
工 

 

松
崎
、
柿
原
石
工
店
。 

 
功
労
者
表
彰 

 
 

寺
田
伊
九
郎
、
上
ヶ
内
兼
市
、
土
屋
卯
三
郎
、
近
藤
栄
一
郎
、
住
谷
為
五
郎
。 

   

一
〇
年
の
歳
月
を
経
て
祇
園
池
は
完
成
を
見
た
が
、
そ
の
間
多
く
の
方
々
の
奉
仕
が
あ
っ
た
。 

 

資
金
の
融
通
、
資
材
の
斡
旋
等
を
さ
れ
た
小
童
産
業
組
合
長
の
近
藤
慶
八
、
賃
金
支
払
い
と
帳
簿
の

整
理
等
を
さ
れ
た
小
童
産
業
組
合
専
務
理
事
の
小
泉
糧
一
、
工
事
の
進
捗
管
理
、
上
庁
へ
の
陳
情
、
請

願
及
び
補
助
金
の
獲
得
等
を
さ
れ
た
村
長
の
福
原
亮
三
、
土
木
主
任
と
し
て
耕
地
課
と
の
連
携
、
工
事

の
進
捗
管
理
等
を
さ
れ
た
助
役
の
池
田
唯
市
、
続
出
す
る
難
問
題
の
対
処
、
工
事
細
部
へ
の
気
配
り
、

進
捗
計
画
の
樹
立
等
を
さ
れ
た
長
老
の
佐
藤
類
三
郎
、
住
谷
為
五
郎
、
度
々
現
場
を
訪
れ
て
工
事
見
舞

い
を
さ
れ
た
地
主
の
山
岡
恒
、
上
ヶ
内
保
市
、
ま
た
青
年
団
、
婦
人
会
、
学
校
生
徒
等
々
労
力
、
精
神
両

面
の
援
助
が
あ
っ
た
。 

    
 

 
 
 

一
、
水
面
積 

 
 
 
 
 
 
 

一
町
六
畝
歩
（
約
一
〇
、
○
○
〇
㎡
） 

 
 
 

一
、
貯
水
量 

 
 
 
 

 

六
、
五
〇
〇
立
坪
（
約
三
九
、
○
○
〇
㎥
） 

 
 
 

一
、
堤
体 

 
 
 

長
さ 

 
 
 

三
十
五
間
（
約 

 
 
 

六
三
ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
巾 

 
 
 

二
間
四
分
（
約 

 
 
 
 

四
ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

底 

長
さ 

 

二
十
四
間
（
約 

 
 
 

四
三
ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巾 
 

二
十
二
間
半
（
約 

 
 
 

四
〇
ｍ
） 

 
 
 

一
、
樋 

 
 
 

底
樋 

長
さ 

二
十
二
間
半
（
約 
 
 
 

四
〇
ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

径 
 
 

一
尺
四
寸
（
約 

 
 
 

四
二
㎝
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

竪
樋 

長
さ 

 
 

七
間
半
（
約 

 
 
 

一
三
ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

径 
 
 
 
 

八
寸
（
約 

 
 
 

二
四
㎝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
下
略 

  

祇
園
池
の
沿
革
を
記
録
さ
れ
た
筆
者
は
、
記
録
の
最
尾
に
次
の
と
お
り
文
章
を
書
い
て
締
め
ら
れ
て

い
る
。 

 
 

『
か
く
て
祇
園
池
は
、
関
係
者
の
幸
福
の
み
な
ら
ず
広
く
小
童
部
落
民
の
幸
福
を
見
守
る
で
あ
ろ 

 
 

う
。
よ
ろ
し
く
池
子
た
る
も
の
は
永
久
に
祇
園
池
の
本
質
を
見
極
め
つ
つ
、
そ
の
使
命
達
成
に
万 

 
 

遺
憾
無
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。』 

 

 

 

《
用
語
の
説
明
》 

 
 
🔵

床
堀
（
と
こ
ぼ
り
） 

構
造
物
の
基
礎
を
作
る
た
め
に
、
地
盤
を
所
定
の
深
さ
ま
で
掘
削
す
る
こ 

 
 
 

と
。 

  
 

【
完
成
時
の
祇
園
池
の
記
録
】 
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🔵

は
が
ね
土
（
刃
金
土
・
鋼
土
） 

た
め
池
等
の
堤
体
盛
土
と
し
て
用
い
る
遮
水
を
目
的
と
し
た 

 

土
の
こ
と
。
通
常
、
は
が
ね
土
は
特
定
の
山
か
ら
採
取
し
た
天
然
の
土
を
指
す
。 

      

 

              

 

 

👆祇園池記録の原本 

 👆床堀 🔵出典：国土交通省九州地方整備局 

 👆はがね土 🔵出典：香川県 

 

 

👆現在の祇園池 

 
👆記念碑 揮毫 佐藤類三郎 

 
👆記念碑横 

寺田伊九郎、上ヶ内兼市と彫ってある 
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【
碑
銘
抄 

小
泉
糧
一
翁
頌
徳
碑
】 

 

小
童
公
民
館
長 

近
藤 
範
二
（
当
時
） 

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
第
五
三
号 

㈱
菁
文
社
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
よ
り 

                     

 
👆佐藤類三郎氏の頌徳碑 

村の長老で、村民からの信頼

も厚かった。 

第 48．49．50代広島県知

事大原博夫氏の揮毫による。 

郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら

 

  
 
 

㈱
菁
文
社
さ
ん
が
発
行
さ
れ
て
い
た
郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら
、
甲
奴
町
関
連
の
資

料
で
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
了
承
を
受
け
た
記
事
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
祇
園
池
に
も
関
わ
り
の
あ
っ
た
、
小
泉
糧
一
翁
頌
徳
碑
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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甲
奴
の
石
造
物
紀
行 

＝
梶
田
・
梶
田
郷
＝ 

 

二
一
号
で
は
、
梶
田
の
戸
下
に
あ
る
【
牛
馬
供
養
塔
】
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
梶
田
郷
か
ら
矢

迫
線
を
通
っ
て
福
田
へ
抜
け
る
道
沿
い
に
あ
る
石
造
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ず
矢
迫
線
の
上
り
口
に
は
、
回
国
塔

か
い
こ
く
と
う

・
奉
唱
塔

ほ
う
し
ょ
う
と
う

・
石 い

し

灯 ど
う

籠 ろ
う

・
三
界

さ
ん
が
い

万 ば
ん

霊
塔

れ
い
と
う

が
き
れ
い
に
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
【
経
典

き
ょ
う
て
ん

供
養
塔

く

よ

う

と

う

】
と
呼
ば
れ
、
仏
教
の
経
典
の
名
称
や
経
文
を
石
に
刻
ん
だ
り
、
読
ん
だ

お
経
の
内
容
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
石
に
記
録
し
て
信
仰
心
の
あ
ら
わ
れ
と
さ
れ
ま
し
た
。
矢
迫
線
の

坂
道
を
少
し
進
む
と
、
道
路
わ
き
の
草
む
ら
に
ぽ
つ
ん
と
馬
頭
観
音
が
立
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
石
に
は
享

保
七
年
（
一
七
七
二
）
と
彫
っ
て
あ
る
の
で
江
戸
時
代
の
も
の
の
よ
う
で
す
。 

三
面
八
臂

さ

ん

め

ん

は

っ

ぴ

（
三
つ
の
顔
に
八
つ
の
腕
を
持
っ
て
い
る
）。
お
顔
は
憤
怒
の
相
。
昔
は
馬
の
無
病
息
災
の
守

り
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
町
内
に
は
こ
の
１
つ
だ
け
の
よ
う
で
す
。 

左
に
梶
田
の
風
景
を
見
な
が
ら
も
う
少
し
進
む
と
、
道
が
少
し
広
く
な
り
、【
梶
田
八
十
八
カ
所
】
の
一

つ
だ
っ
た
九
つ
の
お
地
蔵
様
が
お
ら
れ
る
屋
根
付
き
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
両
脇
に
は
、
左
に
【
庚

申
塔
】。
右
に
は
【
地
神
祭
】
と
あ
り
ま
す
。
庚
申
塔
は
以
前
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
地
神
祭
は
「
ジ
ジ
ン

サ
ン
」
と
呼
ば
れ
本
来
農
業
の
神
様
だ
そ
う
で
、
町
内
に
は
西
野
と
こ
の
一
つ
だ
け
で
す
。
斜
め
左
に
は

道
標
が
あ
り
、【
右
う
が
、
左
ひ
ち
】
と
文
字
が
見
え
ま
す
。 

一
ｋ
ｍ
く
ら
い
の
距
離
で
、
歩
い
て
み
る
と
坂
道
が
少
し
し
ん
ど
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
、
歴
史
に

触
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
散
歩
す
る
の
も
い
い
も
の
で
す
ね
。 

                  

 

 

 

 
 

 

【
事
務
局
よ
り
】 

 

・
会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

・
会
の
運
営
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問 

 

何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

・「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
か 

 

ら
、
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。 

・
古
い
写
真
や
資
料
等
を
「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
へ 

 

登
載
し
て
い
き
ま
す
。 

・
出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま 

 

 
 

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 
 

連
絡
先 

鶴
本 

節
子
（
カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇
八
四
七
‐
六
七‐

三
五
三
五 

◆町内で唯一の馬頭観音 

 

◆矢迫線入り口の四つの石造物 

 

 


